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2019 年度 電子情報通信学会 第２回 SWIM 専門委員会 議題録 
 
開催日時：2019 年 9 月２日（月） 10：00～12：00 
場所：機械振興会館 １０２会議室 
出席者：（敬称略・順不同）： 荻野、片岡、能上、山田、堀米、五月女、伊藤、小松、増井 
               宮西、黒瀬 
議題 : 下記 

 
1. 2019 年度実行計画フォロー 
2. 功労賞、他 
3. 2020 年度事業計画 
4. SWIM 研究会活性化 
5. その他 
 
議事： 

専門委員の自己紹介 
1. 2019 年度計画 

① 2019 年度体制（委員長、副委員長、幹事、幹事補） 
   

委員長 荻野 正 -- -- 
副委員長 石野 正彦 -- -- 
幹事 五月女 健治 幹事 林 章浩 
幹事補 能上 槙也 幹事補 山田 耕嗣 

 次回までに 2020 年度体制の候補を上げておく 
② 専門委員 
 2019 年度専門委員は下記の通り。 放送大学の小野里先生を専門委員に承認され、委員長より連絡済。 → 
ML に追加されているか確認する → 追加されている（会議後確認） 
 
役職名称    氏名  (所属)  ※専門委員名簿改訂中、空欄追記要 
----------------------------------------- 
委員長  荻野 正 (明星大学 情報学部 情報学科) 
副委員長 石野 正彦 (文教大学 情報学部 情報社会学科) 
幹事   五月女 健治 (法政大学経営大学院イノベーション・マネージメント研究科) 
幹事   林 章浩 (静岡理工科大学 情報学部情報デザイン学科) 
幹事補佐 能上 槙也  (東京理科大経営学部) 
幹事補佐 山田 耕嗣 (大阪産業大学デザイン工学部情報システム学科) 
専門委員 宇田川 佳久 (東京工芸大学 工学部コンピュータ応用学科) 
専門委員 丸山 文宏 (株式会社富士通研究所 人工知能研究所) 
専門委員 結城 修(キヤノン（株）宇都宮事業所光学技術研究所) 
専門委員 須栗 裕樹 (宮城大学 事業構想学部デザイン情報学科) 
専門委員 堀米 明 (株式会社フィジオ 経営戦略室長) 
専門委員 片岡 信弘 (元東海大学、インタプライズ総研) 
専門委員 新川 芳行  
専門委員 宮西 洋太郎 (株式会社アイエスイーエム 元宮城大学) 
専門委員 松田 順  
専門委員 増井 久之 (電気学会 IEEJ プロフェッショナル) 
専門委員 黒瀬 晋   （元 NEC） 
専門委員 小松 昭英 (APSOM) 
専門委員 北村 浩(摂南大学 経営学部) 
専門委員 辻 孝吉(愛知県立大学 情報科学部) 
専門委員 上田 敏樹(大谷大学 文学部 人文情報学科) 
専門委員 伊藤 修朗(㈱豊田中央研究所) 
専門委員 染谷 治志(鳥取環境大学 経営学部 経営学科) 
専門委員 平塚 三好(東京理科大 工学部) 
専門委員 工藤 司(静岡理工科大学 情報学部 情報デザイン学科 ) 
専門委員 小野里 好邦(放送大学) 
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③ 2019 年度の各種委員 

下記の通り、承認済。 
業務 2019 年度 備考 

会計 堀米 学会の仕事⇒2020 年度能上先生へ交代、
任期２年間とする。 

ソサエティ誌委員 五月女 学会の仕事 
FIT 能上 学会の仕事 
総合大会 宇田川 学会の仕事⇒2020 年度交代を検討する。 
ホームページ 須栗 IEICE 上 
メーリングリスト 須栗 IEICE 上 
swim-news 片岡 Google 上 
優秀論文表彰委員会委員長 委員長 

表彰委員会規定による 表彰委員会委員幹事 SWIM 幹事 
表彰委員会委員 幹事、専門委員 
査読委員長 新川  
ICEIS の担当 須栗  
ISS 功労表彰 委員長マター  
進捗管理（活動フォロー） 片岡  
英文誌編集委員 林 2020 年度交代を検討する。 

 
2. 2019 年度計画 
①2019 年度の各研究会の開催場所・世話人・テーマ 
 

 
日時 開催 

場所 世話人 CFP プログラム締切 
(発表申込締切) 

論文

件数 
ページ

数予定 備考 

第 1 回 
研究会 

5 月 24 日(金)
～25 日(土) 機械振興会館 荻野 

上田 
1 月 
中旬 

3 月 15 日(金) 
 

※KBSE と共催 
10 60 

デジタルエコノミーと

インタプライズ、一般 
 
※KBSE と共催、 
テーマ発信済 

第 2 回
研究会 8 月 23 日(金) 大阪産業大学 山田 5 月 

初旬 6 月 14 日(金) 11 67 

ソサエティ 5.0 に向け

たサービスコンピュー

ティングとインタプラ

イズモデル化技術（仮）、

一般 
※SC と共催、 
テーマ確認 

FIT2019 9 月 3 日(火)～
5 日(木) 岡山大学 能上   -- --  

第 3 回
研究会 11 月 30 日(土) 東京理科大 能上 7 月 

中旬 9 月 20 日(金 ) 8 64 経営と IT、一般 
（ワークショップ） 

第 4 回
研究会 2月 21日(金) 機械振興会館 石野 11 月

上旬 12 月 16 日(月) 8 50 ビジネス評価と信頼性、

学生セッション、一般 

2020 年 
総合大会 

3月 17日(火)
～20 日(金) 広島大学 宇田川  １月末頃 -- --  

     合計 37 241  
 

・ 論文件数、ページ数については、次回から計画と実績が分かるようにする。 
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・ 第３回研究会の基調講演は、法政大学藤川教授、ルーマニア大学 L.Fulga 教授に依頼する。スケジュールは別

途調整して連絡する。 

・ 第３回研究会の基調講演として、別途増井先生より５G の講演を依頼してある。スケジュール確認して調整す

る。 

・ 基調講演のみは参加無料とする。 

 
② 2019 年度専門委員会計画 
専門委員会の開催は研究会開催日に合わせた開催とする。 

 
 日 時 開催場所 テーマ 

第 1 回専門委員会 

5 月 25(土) 
13:00～15:00 

※研究会の終了時間

次第で時間変更あり 

機械振興会館 年度実行計画 
FIT2019 フォロー 

第 2 回専門委員会 9 月 2 日(月) 
10:00～12:00 機械振興会館 

来年度計画、功労賞他 
年度実行計画フォロー 
2020 年度事業計画 

第 3 回専門委員会 11月 30日(土) 
10:00～12:00 東京理科大学 2020 年度体制 

総合大会フォロー 

第 4 回専門委員会 2 月 21 日(金) 
10:00～12:00 機械振興会館 論文賞選考委員会の立ち上げ 

2020 年度新体制の提出 

 

２．功労賞、FIT2019 フォロー事項 

・今年度は功労賞の推薦はなしとする。 

・FIT2019 フォロー事項、特になし。 

 

３． 2020 年度事業計画 
 

 
日時（仮） 開催 

場所 世話人 CFP プログラム締切 
(発表申込締切) 

論文

件数 
ページ

数予定 備考 

第 1 回 
研究会 

5 月 22 日(金)
～23 日(土)        

第 2 回
研究会 8 月 21 日(金) 法政大学

（仮） 五月女      

FIT2020 9/1〜9/3 北海道大学    -- --  

第 3 回
研究会 11 月 27 日(土) 機械振興会

館       

第 4 回
研究会 2月 19日(金) 機械振興会

館        

2021 年 
総合大会      -- --  

     合計    
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参考：オリンピック 7/24〜8/9、パラリンピック 8/25〜9/6 
 
・ 第１回は、KBSE と調整する（荻野）→ 会議後内諾済 
・ 第２回は、場所を法政大学として SC と調整する（五月女先生） 
・ 第３回、第４回は、場所は機械振興会館とする。 
・ 論文件数は、最低にならないような数字とする。（H29 実績で、情報システムソサイエティの中で SWIM

が 26 件で最低、次が SC36 件。これより多い値を目標にする） 
 
 日 時（仮） 開催場所 テーマ 

第 1 回専門委員会 5 月 23 日(土)  年度実行計画 
FIT2020 フォロー 

第 2 回専門委員会 8 月 31 日(月) 機械振興会館 
来年度計画、功労賞他 
年度実行計画フォロー 
2021 年度事業計画 

第 3 回専門委員会 11月 27日(土)  2021 年度体制 
総合大会フォロー 

第 4 回専門委員会 2 月 19 日(金)  論文賞選考委員会の立ち上げ 
2021 年度新体制の提出 

 

 

４.SWIM 研究会の活性化の検討 

 

・ 共済とすることで、件数・参加者数も増えるので、KBSE、SC 以外に共催できる研究会を探す。 

・ 研究会費が異なることに関して、導入時の議論に遡りました。明確には述べられていませんが、初年度はでき

るだけ混乱を避けるために現状維持とするが、継続して議論すべき点であるように書かれていました。（荻野） 

 

５. その他 

 

特になし 

以上 


